	科目名
	応用物理
	英語科目名
	Applied Physics

	開講年度・学期
	平成１８年度・通年
	対象学科・専攻・学年
	機械工学科・4年生

	授業形態
	講義
	必修or選択
	必修

	単位数
	２単位
	単位種類
	履修単位

	担当教員
	横田正幸（非常勤）
	居室（もしくは所属）
	群馬大学工学部電気電子工学科

	電話
	0277-30-1748
	E-mail
	yokota@el.gunma-u.ac.jp

	授業の達成目標

	自然現象の中の波動現象を学ぶ。身の回りの自然現象をどのように捉えるか、どのように数式で記述し解析するかを理解し、科学的な自然観の形成を図る。また、波（特に光）を使った実際の工業的な応用についての知識を身につける。

1. 波動に関する基礎的事項が説明できる。

2. 音波に関する性質と自然現象との関わりを理解できる。

3. 光に関する性質と自然現象との関わりを理解できる。

4. 光波を使った工業的な応用に関する基本を理解する。


	各達成目標に対する達成度の具体的な評価方法

	1～4．中間試験と期末試験、レポートにおける総合点で60％以上の成績で評価する。



	評価方法

	中間・期末試験の結果及び授業中に行う小テスト、レポートなどを総合的に判断して評価する。中間・期末テストの結果（80％）、小テスト、レポート（20％）の割合とする。


	授業内容
	授業内容に対する予習項目

	1. 波の性質（9週）

2. 音の伝わり方（6週）

3. 物体の振動（5週）

4. 光の進み方（5週）

5. スペクトル、光の干渉（4週）

6. 光を使った工業への応用（1週）
	1． 三角関数、自由端、固定端での反射と位相、ホイヘンスの原理

2． 音の干渉、ドップラー効果、

3． 干渉、定在波

4． 屈折の法則、三角関数

5． 実像と虚像、分散、ヤングの実験

6． 干渉、ニュートンリング



	キーワード
	波、波動、音波、光

	教科書
	「物理IB」第一学習社

	参考書
	「基礎物理学シリーズ　波動」東京教学者、「物理学基礎」学術図書出版社

	技術者教育プログラムの学習・教育目標

	(A-1), (B-2)



	JABEE基準１の（１）との関係
	d(2-c), (c)

	カリキュラム中の位置づけ

	前年度までの関連科目
	応用物理、基礎数学Ａ・Ｂ、代数学・幾何学

	現学年の関連科目
	応用数学

	次年度以降の関連科目
	計測工学

	連絡事項
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